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発行／愛媛県立川之江高等学校家庭クラブ

川之江高校家庭クラブです。家庭クラブでは、委員会活動や講習会の様子

などを、『家庭クラブ通信』を通して、皆さんにお伝えしています。また、

家庭科の授業がない人たちのために家庭科に関する情報提供の場としても活

用されています。

今回は、家庭クラブ活動とはどんなものなのか、今年度の家庭クラブ運

営委員の紹介、古布回収に関するお願いをいたします。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

① 家庭クラブ活動とは？

家庭クラブ活動とは、家庭科の学習を生かして、皆さんが主体となり、学校

や地域の生活の充実・向上を目指す実践活動です。思考力、判断力、応用力、

創造力などを育てるとともに、自らが考え判断してチャレンジする態度を身に

付けるなど、貴重な学習体験の場ともなります。

皆さん一人一人が家庭クラブの一員です。一人の力は小さくても、みんなで

協力すれば大きな力となります。皆さんの積極的な活動をお待ちしています！

＜活動の例＞

家庭クラブの活動内容 具体的な内容

・ ホームプロジェクト研究

研究・広報活動 ・ 文化祭での家庭クラブ活動報告

・ 講習会

・ 『家庭クラブ通信』の発行 など

ボランティア活動 ・ 古布回収

・ 募金活動 など

・ 家庭クラブ総会

・ 東予支部研究協議会への参加

交流活動 ・ 四国中央市内三高校交歓会への参加

・ 愛媛県連盟行事への参加

・ 文化祭での交流

・ 施設訪問 など

＜家庭クラブの基本となる精神＞

「創造」：常に新しいものを創造し、飛躍しようとする意欲をもつこと。

「勤労」：労を惜しまず、体を動かして実践すること。

「愛情」：優しくあたたかい気持ちをもって物事にあたること。

「奉仕」：他人への思いやりの心をもって尽くすこと。

② 平成３０年度川之江高校家庭クラブ運営委員

役職 ２年生 １年生

会長 光藤 優衣（201） 家庭クラブ委員

副会長 大西 優衣（205） 西村 夢乃（106） の中から選出され

書記 田辺 成龍（201） 神田 尚吉（103） ました。

篠原 由羽（202） 野田 優人（105） １年間よろしく

会計 野村 剛史（205） 進藤 萌音（102） お願いします。

監査 薦田 一輝（202） 石村 真由（105）

③ 古布回収のお願い

４／１６（月）～６／１５（金）、古布の回収をしています。

川之江高校家庭クラブでは、毎年４月から５月にかけて、古布の回収活動を行

っていますが、今年は衣替えの時期にも持ってきてもらえるよう、延長しました。

家庭クラブ総会でもお願いしましたが、まだ少ないです。古いタオル、シーツ、綿
め ん

が入っている衣類などがあれば、各クラスの家庭クラブ委員か、家庭科の先生ま

で持ってきてください。被服教室には、下の写真のように、常時、古布回収箱を

設置していますので、期間を過ぎても回収できるようにしています。

集まった古布は、地域活動支援センター「ココロン」にお渡しします。古布は、

機械を拭く布「ウエス」に加工され、製紙工場などで、活用されます。

ごみを減らし、地域の福祉に貢献できる気軽な活動だと思いますので、ぜひ協

力してください。よろしくお願いいたします。

＜被服教室の回収箱＞

④ お知らせ

５月２９日（火）の家庭クラブ総会では御協力ありがとうございました。総会

の様子は、次回の『家庭クラブ通信』で報告します。

家庭クラブ講習会の内容のリクエスト、家庭クラブでこんな活動がしたい…な

どがありましたら、家庭クラブ委員か、家庭科の先生までお願いします。昨年は

皆さんの意見を取り入れ、文化祭でのクッキー販売などが実現しました。今年も

積極的な御意見、お待ちしています!

⑤ 特別オープンキャンパス・講習会のお知らせ

6/30（土）河原パティシエ・医療・観光専門学校にて、「世界チャンピオン垣本
シェフ講習会」が行われます。無料送迎バスが出ます。希望者は家庭科まで。

古布回収のお願い

○適する古布
綿でできているもの
タオル・シャツ・
トレーナーなど

×適さない古布
綿が含まれて
いないもの
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100％

6月15日までに被服室へ持ってくるか、
家庭クラブ委員に渡してください。

ご協力お願いします！

● 家庭クラブから


